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第 34話　β-グルカンとリムルス試薬の反応性
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リムルス試薬がエンドトキシンだけ

でなくB-グルカンにも反応することは、
すでにお話ししたとおりです。一口に

B-グルカンといっても、重合度や B-
1,6結合の割合などの違いにより、いろ
いろな構造が考えられます。では、リ

ムルス試薬に反応しやすい B-グルカ
ンの構造とはどのようなものでしょう

か。今回は、B-グルカンの重合度と修
飾度の観点から、B-グルカンとリムル
ス試薬の反応性について考えてみま

しょう。

リムルス試薬と各種グルカンとの反

応性は Fig. 1の通りです。各バーは、
curdlanの活性を 1としたときのそれ
ぞれの活性を表しており、バーが長い

ほどリムルス試薬との反応性が強いと

いうことになります。Paramylonから
curdlanまではすべてB-1,3-グルコシ
ド結合を持っており、これらの反応性

が高いことから、リムルス試薬は B-
1,3-グルコシド結合を持っているグル
カンによく反応すると考えられます。

それでは，いくつくらいのグルコー

スがつながれば、リムルス試薬が活性

化するのでしょう。Fig. 2に、ギ酸分解
したカードランの分画物を用いた筆者

らのデータを示します。重合度

(Degree of polymerization)が 6のも
のはほとんど反応しませんが、14では
少し反応が認められ、49以上でほぼ
一定となりました。

 curdlanは B-1,3-グルコシド結合の
みからなる直鎖の B-グルカンといわ
れていますが、天然の B-グルカンで
は、curdlanのようなグルカンは少な
く、B-1,3-グルコシド結合以外に B-
1,6-グルコシド結合を持っているもの
が多いようです。筆者らは、curdlanを
カルボキシメチル化 (CM化 )し、リム
ルス試薬との反応性への影響を調べ

ました。その結果、一つのグルコース

次回は「第 35話　抗生物質のエン
ドトキシン試験」の予定です。
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あたり0.7個以上のCM基が導入
されると反応性の低下が認められ

ました。1個以上が導入されると
その反応性は大幅に低下しまし

た。このことから、B-1,6-グルコ
シド結合が増えると B-グルカン
のリムルス試薬に対する反応性

が低下する可能性が考えられま

す。

このような視点からもう一度

Fig. 1のデータを見直してみま
しょう。直鎖の curdlanの反応性
が最も強く、B-1,6-グルコシド結
合を持つ lentinanや laminaran

の活性は低くなっています。また、

グルコースの重合度が 20から30

程 度 の laminaranは、重 合 度
5000以上の lentinanに比べると、
反応性が低いという結果です。こ

のあたりの結果は、 curdlan分  解
 物  や  CM  化 curdlanの反応性と
傾向が一致していると思います。

これらの結果をまとめますと次

のようになります。

(1)リムルス試薬は B-1,3-グル
コシド結合をもつグルカン

に反応する。

(2) B-グルカンのリムルス試薬
に対する反応性は、グル

コースの重合度が大きくな

るに従って増大し、重合度

が 50を越えるとほぼ一定に
なる。

(3) B-グルカンのリムルス試薬
に対する反応性は、β-1,3-

グルコシド結合以外の結合

が増えるに従って反応性が

低下する。

Fig.1　各種グルカンのリムルス試薬との反応性

 Fig.2 リムルス試薬の反応性に及ぼす B- グルカンの
    重合度の影響

 Fig.3 リムルス試薬の反応性に及ぼす B- グルカンの
    CM基置換度の影響

今回のデータは、筆者らの試薬を用

いた結果です。日本産カブトガニ由来

の試薬を用いた報告 1)もありますので

ご参照下さい。
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